
 
１．発生事象 

○平成２１年１０月２２日１時５５分頃、高レベル廃液を供給する配管の閉止フランジ下

に設置しているトレイの定期点検※１において、トレイ内に液だまりがあることを発見

（液量は約２０ｍＬと推定） 
※１：本年１月に発生した固化セルにおける高レベル廃液の漏えい事象の再発防止対策として、漏え

いが発生した際の発見を速やかに行うことを目的として１日１回点検することとしたもの 

○固化セル内で実施していた遠隔操作状況を録画した映像から、１０月２１日２３時４３

分に、閉止フランジ部から液が滴下したことが確認された。 
○液の滴下が確認される前には洗浄作業※２の準備に使用していたパワーマニピュレータ

に取付けられている補助ホイストチェーンが閉止フランジ把持部に接触している状況

が確認された。 
※２：本年１月に発生した固化セルにおける高レベル廃液の漏えいにより、漏えいが発生した閉止フ

ランジ直下の配管やガラス溶融炉に電気を供給するための設備等に高レベル廃液が付着している

ことから、それを水により洗浄し除去するための作業 
○トレイ内の液を分析したところ、高レベル廃液の主要核種の放射性物質濃度及び高レベ

ル廃液の成分であるナトリウムの濃度は、供給槽Ａ内の高レベル廃液の分析値と同程度

であった。 
○トレイの真上に設置された閉止フランジ部に繋がる配管（南側配管）及び隣接する配管

（北側配管）の内部における残液の有無を調査したところ、それぞれ配管内から約１３

５ｍＬ、約３７５ｍＬの液体が回収され、回収された液を分析したところ、高レベル廃

液の主要核種の放射性物質濃度及び高レベル廃液の成分であるナトリウムの濃度は、供

給槽Ａ内の高レベル廃液の分析値と同程度であった。 
○今回固化セル内における閉止フランジ部から漏えいした液は供給槽Ａから移行した高レ

ベル廃液であると判断した。 

 

○上記の状況から、固化セル内の漏えいについて以下の観点で原因究明等を行うこととし

た。 

・補助ホイストチェーンが閉止フランジ把持部に接触したこと 
・閉止フランジ把持部への接触時の負荷により閉止フランジ部から液が漏れたこと 
・閉止フランジ部に液が滞留したこと 

 

２．補助ホイストチェーンが閉止フランジ把持部に接触したこと 

２．１ 調査 

○補助ホイストチェーンが閉止フランジ把持部に接触した際に行っていた作業は、洗浄作

業に必要な治具（以下、「水パージリング」という。）を設置するためのものであり、水

パージリング取付け治具をパワーマニピュレータに付属している補助ホイストチェーン

で吊り（水パージリング取付け治具、チェーンを含め約４ｍ）、その先に水パージリング

を付け、貫通プラグのセル側出口部（セル壁際）に水パージリングを設置した後の戻り

移動の際に発生した。 
○当該操作を行っていた遠隔操作員を含む遠隔操作員全員等に聞取り調査を行った。 
 

 

再処理施設高レベル廃液ガラス固化建屋における固化セル内の漏えいについて（概要） 
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２．２ 原 因 

○補助ホイストチェーンの閉止フランジ把持部への接触は、 
・水パージリング取付け後の移動において、機器付近で一旦停止し、周囲の位置関係を

再確認するという行為を行わず、継続して作業を行っていたこと 
・水パージリング取付け治具を旋回する作業を行った後の移動のように、パワーマニピ

ュレータの位置ずれなどにより機器との接触の可能性が高いポイントを注意ポイン

トとして挙げることが事前検討不足により出来なかったこと 
により発生したものと推定した。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

２．３ 再発防止対策 

○補助ホイストチェーンが閉止フランジ把持部に接触したことに対する対策として、以下を

実施する。 
・注意ポイント（移動の際に干渉する可能性が高い狭隘箇所等）における遠隔操作の際に

は、機器に接近する前に動作を一旦停止（ホールドポイントを設ける）し、周囲の状況

の再確認を行う。 

・事前検討において、水パージリング取付け治具を旋回する作業を行った後の移動のよう

に、パワーマニピュレータの位置ずれなどにより機器との接触の可能性が高いポイント

については注意ポイントとして挙げることとする。 

・上記対策について、遠隔保守のマニュアルに明記する。 
 
 
 

３． 閉止フランジ部から液が漏れたこと 

３．１ 調査 
○液が漏れた閉止フランジ部（南側閉止フランジ）及び隣接する閉止フランジ部（北側閉

止フランジ）の閉止フランジ、金属ガスケットの調査並びに、閉止フランジの取付け状

況や閉止フランジ取付け時に使用したインパクトレンチの性能確認を行った。 
○調査の結果から、 
・インパクトレンチの締め付けトルクが低下していること 
・インパクトレンチの締め付けトルク性能等が管理されていなかったこと 
・インパクトレンチの締め付けトルクの低下はモータ内部のコイル部に硝酸（漏えいした高

レベル廃液の硝酸）の影響で腐食等による異常が発生したことによるものと考えられるこ

と 
また、配管の許容応力と閉止フランジ把持部の許容応力とでは閉止フランジ把持部の許容応

力の方が小さいなどから、配管の健全性に影響を及ぼすほどの荷重が発生していないこと

が確認された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○締付けトルクが低下したインパクトレンチを遠隔操作

により水平方向の姿勢で使用した場合、ボルトの締め付

け力がばらつき、締付け力が非常に低くなることが確認

された。 
 
○締付け力が非常に低い状態の閉止フランジに対し、補助

ホイストチェーンが接触した際に閉止フランジ把持部

に掛かった荷重を与えると閉止フランジと金属ガスケ

ットの間に隙間ができることが確認された。 
 

 

 

外荷重による隙間発生の評価 

 

 

接触状況概要図
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